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低
い
消
費
者
の
関
心

パ
ー
ム
油
は
、
西
ア
フ
リ
カ
原
産
の
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
の

実
を
搾
っ
た
油
脂
か
ら
作
ら
れ
る
。
日
本
で
消
費
さ
れ

る
植
物
油
の
う
ち
菜
種
油
に
つ
い
で
２
番
目
に
多
く
消

費
さ
れ
、
国
民
一
人
当
た
り
年
に
４
～
５
㍑
消
費
し
て

い
る
（
Ｗ
Ｗ
Ｆ 

２
０
１
５
）。
食
用
油
、マ
ー
ガ
リ
ン
・

シ
ョ
ー
ト
ニ
ン
グ
、
ス
ナ
ッ
ク
菓
子
、
化
粧
品
、
洗
剤

な
ど
幅
広
い
用
途
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ

こ
数
年
で
は
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
の
種
子
か
ら
パ
ー
ム
核
油
を

取
り
出
し
た
後
の
残ざ
ん

渣さ

で
あ
る
パ
ー
ム
核
殻
が
輸
入
さ

れ
、
国
内
の
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
で
使
用
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
（
滝
沢 

２
０
１
５
等
）。
よ
っ
て
、
パ
ー

ム
油
は
そ
の
生
産
過
程
で
生
じ
る
副
産
物
も
含
め
て
、

私
た
ち
に
と
っ
て
非
常
に
身
近
な
存
在
と
い
え
る
。
し

か
し
、
日
本
で
は
パ
ー
ム
油
を
使
用
す
る
商
品
の
原
材

料
名
に
は
「
植
物
油
脂
」
と
記
載
さ
れ
る
の
で
、
普
段

パ
ー
ム
油
を
消
費
し
て
い
る
と
い
う
実
感
を
も
つ
の
が

難
し
く
、
一
般
消
費
者
の
関
心
は
ま
だ
ま
だ
低
い
よ
う

で
あ
る
。

パ
ー
ム
油
の
主
な
生
産
国
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
マ

レ
ー
シ
ア
で
、
両
国
で
は
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
農
園
の
急
拡
大

に
よ
っ
て
、
生
物
多
様
性
の
豊
か
な
熱
帯
林
が
消
失

し
、
泥
炭
湿
地
で
は
開
発
に
伴
う
乾
燥
化
と
火
災
に
よ

る
大
量
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
が
引
き
起
こ
さ
れ
て
き

た
。
さ
ら
に
森
林
と
と
も
に
生
活
を
営
ん
で
き
た
地
域

住
民
が
、
先
祖
代
々
利
用
し
て
き
た
慣
習
地
が
農
園
企

業
に
よ
っ
て
収
用
さ
れ
た
り
、
農
園
で
は
強
制
労
働
や

児
童
労
働
が
行
わ
れ
た
り
と
い
っ
た
社
会
問
題
も
報
告

さ
れ
て
い
る
（
岡
本 

２
０
０
２
等
）。
一
方
で
、
負
の

側
面
だ
け
で
な
く
、
地
域
住
民
の
経
済
状
況
を
改
善

す
る
と
い
う
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
影
響
も
あ
る
。
そ
の
た

め
、
背
景
と
な
る
文
脈
を
注
意
深
く
読
み
解
く
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。
私
た
ち
消
費
者
は
、
現
地
に
お
け
る
森

林
減
少
、
生
物
多
様
性
の
破
壊
、
地
域
住
民
の
権
利
の

侵
害
に
関
与
し
て
い
な
い
パ
ー
ム
油
を
選
ぶ
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。「
持
続
可
能
な
パ
ー
ム
油
の
た
め
の
円
卓

会
議
（
Ｒ
Ｓ
Ｐ
Ｏ
）」
に
よ
っ
て
認
証
さ
れ
た
パ
ー
ム

油
を
購
入
す
る
な
ど
、
企
業
に
よ
る
「
責
任
あ
る
調

達
」
や
消
費
者
に
よ
る
「
持
続
可
能
な
消
費
」
を
推
進

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
（
Ｗ
Ｗ
Ｆ 

２
０
１
５
）。
た

だ
し
、
Ｒ
Ｓ
Ｐ
Ｏ
認
証
の
パ
ー
ム
油
を
調
達
し
て
も
、

Ｒ
Ｓ
Ｐ
Ｏ
認
証
を
取
得
し
て
い
る
農
園
の
面
積
に
は
限

り
が
あ
る
。
ま
た
、
Ｒ
Ｓ
Ｐ
Ｏ
の
基
準
で
は
、
原
生
林

や
保
全
価
値
の
高
い
森
林
（
Ｈ
Ｃ
Ｖ
Ｆ
）
の
保
護
に
つ

い
て
の
規
定
は
あ
る
も
の
の
、
そ
れ
以
外
の
森
林
に
つ

い
て
は
伐
採
し
農
園
開
発
を
実
施
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
す
で
に
伐
採
の
入
っ
た
こ
と

の
あ
る
天
然
二
次
林
も
、
多
く
の
野
生
動
物
に
と
っ
て

は
非
常
に
重
要
な
生
息
地
で
あ
り
、
こ
う
し
た
森
林
の

保
全
が
重
要
で
あ
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
川
上 

２
０
１
８
、
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
Ｎ 

２
０
１
８
）。

本
稿
で
紹
介
す
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
東
カ
リ
マ
ン
タ

ン
州
は
１
９
８
０
年
代
に
一
部
の
県
で
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
農

園
開
発
が
始
ま
っ
た
後
、
特
に
２
０
０
０
年
代
後
半
か

ら
、
比
較
的
最
近
に
な
っ
て
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
農
園
が
急
拡

大
し
て
お
り
、
私
の
調
査
地
を
含
め
て
、
今
で
も
天
然

二
次
林
が
伐
採
さ
れ
て
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
農
園
が
造
成
さ
れ

て
い
る
。
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
農
園
企
業
と
地
域
住
民
の
土
地

の
権
利
を
巡
る
争
い
も
数
多
く
起
き
て
お
り
、
地
元
の

新
聞
で
報
道
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
。私
の
問
題
意
識
は
、

こ
の
よ
う
な
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
農
園
の
拡
大
は
ど
こ
ま
で
続

く
の
か
で
あ
る
。
歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
が
で
き
る
の

か
。
そ
れ
を
東
カ
リ
マ
ン
タ
ン
州
の
森
林
の
状
況
、
政

策
、
制
度
、
開
発
、
地
域
住
民
の
経
済
状
況
、
土
地
の

収
用
と
い
っ
た
複
数
の
点
か
ら
考
え
て
み
た
い
。

ア
ブ
ラ
ヤ
シ
農
園
の
拡
大

東
カ
リ
マ
ン
タ
ン
州
は
ボ
ル
ネ
オ
島
の
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
領
の
東
に
位
置
す
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
２
番
目
に
大

き
な
州
で
、
そ
の
面
積
は
約
１
２
７
３
万
㌶
で
あ
る
。

か
つ
て
は
全
域
に
広
大
な
熱
帯
林
が
広
が
っ
て
い
た
が

地
球
環
境
戦
略
研
究
機
関
　
河
合
真
之

「
持
続
可
能
な
」パ
ー
ム
油
生
産
実
現
の
課
題

その５

暮らしの
中の熱帯
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（
Ｆ
Ｗ
Ｉ
／
Ｇ
Ｆ
Ｗ 

２
０
０
１
）、
１
９
７
０
年
代
か

ら
始
ま
っ
た
大
規
模
な
商
業
伐
採
、
森
林
火
災
、
石
炭

開
発
、
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
農
園
開
発
、
違
法
伐
採
等
を
通
じ

て
、急
速
な
森
林
減
少
と
劣
化
が
進
ん
だ
。
そ
の
た
め
、

今
で
は
原
生
林
を
見
る
に
は
相
当
な
奥
地
に
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
２
０
１
２
年
時
点
の
森
林
面
積
は
約

６
８
０
万
㌶
で
州
全
体
の
面
積
に
対
す
る
森
林
被
覆
率

は
53
・
４
％
で
あ
る
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
環
境
林
業
省
の

Ｗ
Ｅ
Ｂ 

Ｇ
Ｉ
Ｓ
で
、
残
さ
れ
て
い
る
森
林
と
そ
の
他

の
土
地
利
用
を
簡
単
に
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
で
、
興
味
の
あ
る
読
者
は
サ
イ
ト
を
訪
れ
て
頂
き

た
い
。
平
野
部
の
多
く
で
森
林
が
失
わ
れ
て
い
る
こ
と

を
確
認
頂
け
る
と
思
う
（
環
境
林
業
省 

２
０
１
８
）。

東
カ
リ
マ
ン
タ
ン
州
の
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
農
園
の
面
積
は

州
農
園
局
の
統
計
に
よ
る
と
２
０
１
６
年
時
点
で
約

１
１
５
万
㌶
に
達
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
87
・
３
万
㌶

が
企
業
の
直
営
農
園
で
、
27
・
７
万
㌶
が
小
規
模
農
家

（
地
域
住
民
を
含
む
）
の
農
園
で
あ
る
。
東
カ
リ
マ
ン

タ
ン
州
で
は
地
域
住
民
が
慣
習
的
な
権
利
（
注
１
）
を

持
た
な
い
土
地
を
見
つ
け
る
の
は
難
し
い
の
で
、
企
業

農
園
の
多
く
は
地
域
住
民
の
土
地
を
収
用
（
注
2
）
し

て
作
ら
れ
た
可
能
性
が
高
い
。一
つ
注
目
す
べ
き
点
は
、

州
の
農
園
作
物
の
栽
培
面
積
（
約
１
３
０
万
㌶
）
の
実

に
９
割
を
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
農
園
が
占
め
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
天
然
ゴ
ム
、
コ
コ
ナ
ツ
、
コ
シ
ョ
ウ
、
カ
カ
オ
、

コ
ー
ヒ
ー
と
い
っ
た
そ
の
他
の
農
園
は
合
わ
せ
て
も
１

割
程
度
で
し
か
な
い
。
い
か
に
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
農
園
が
突

出
し
た
存
在
で
あ
る
か
わ
か
る
。
ち
な
み
に
、
州
農
園

局
の
発
表
に
よ
る
と
、
２
０
１
７
年
時
点
で
農
園
事
業

許
可
を
有
す
る
全
３
２
３
の
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
農
園
企
業
の

う
ち
、
Ｒ
Ｓ
Ｐ
Ｏ
の
認
証
を
取
得
し
て
い
る
企
業
は
わ

ず
か
５
社
で
あ
り
、
持
続
可
能
な
パ
ー
ム
油
生
産
の
認

証
は
進
ん
で
い
な
い
。

た
だ
し
、
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
農
園
は
行
政
上
の
土
地
利
用

区
分
で
あ
る
「
そ
の
他
利
用
地
域
（
Ａ
Ｐ
Ｌ
）」（
注

3
）
と
い
う
地
域
に
限
っ
て
開
発
が
許
さ
れ
る
の
で
、

無
秩
序
に
拡
大
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
生
物
多
様
性

を
保
全
す
る
た
め
の
保
全
林
、
水
源
涵か
ん

養よ
う

を
目
的
と
す

る
保
安
林
、木
材
生
産
の
た
め
の
生
産
林
と
い
っ
た「
国

有
林
地
」
は
対
象
外
で
あ
る
（
た
だ
し
違
法
な
栽
培

は
除
く
）。
東
カ
リ
マ
ン
タ
ン
州
の
「
国
有
林
地
」
は

２
０
１
６
年
時
点
で
約
８
４
０
万
㌶
存
在
し
、
州
の
面

積
の
約
65
％
を
占
め
る
。
よ
っ
て
「
国
有
林
地
」
が
第

一
の
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
農
園
の
拡
大
の
制
限
と
な
る
。
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
の
行
政
上
の
土
地
利
用
区
分
の
詳
細
は
河
合

ら
（
２
０
１
８
）
を
参
照
頂
き
た
い
。
一
方
、「
そ
の

他
利
用
地
域
」（
推
定
４
２
０
万
～
４
４
０
万
㌶
）で
は
、

約
３
２
７
万
㌶
が
州
の
土
地
利
用
計
画
（
２
０
１
６
～

２
０
３
６
年
）
で
農
園
用
地
と
計
画
さ
れ
て
い
る
。
つ

ま
り
、
２
０
１
６
年
時
点
の
１
１
５
万
㌶
か
ら
さ
ら
に

最
大
約
２
０
０
万
㌶
の
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
農
園
が
造
成
さ
れ

る
可
能
性
が
あ
る
。「
そ
の
他
利
用
地
域
」
の
多
く
は
、

地
域
住
民
の
居
住
地
が
存
在
し
、
焼や
き

畑は
た

等
の
生
業
が
営

ま
れ
る
エ
リ
ア
で
も
あ
り
、
土
地
の
権
利
を
巡
る
衝
突

を
引
き
起
こ
し
や
す
い
。
そ
し
て「
そ
の
他
利
用
地
域
」

に
も
天
然
林
は
残
さ
れ
て
い
る
地
域
が
あ
り
、
問
題
と

な
る
。
以
下
、
マ
ハ
カ
ム
・
ウ
ル
ー
県
の
事
例
か
ら
よ

り
詳
細
を
示
す
。

マ
ハ
カ
ム
・
ウ
ル
ー
県
の
開
発
事
例

面
積
の
９
割
が
天
然
林
で
あ
る
マ
ハ
カ
ム
・
ウ
ル
ー

県
は
、
そ
の
名
の
通
り
マ
ハ
カ
ム
川
の
上
流
に
位
置
す

る
県
で
、
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
農
園
開
発
が
森
林
減
少
に
直
結

し
て
い
る
。
こ
の
地
域
の
村
々
で
、
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
農
園

開
発
の
受
け
入
れ
に
関
す
る
議
論
が
活
発
に
な
っ
た
の

は
２
０
０
７
年
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
鍵
と
な
る
の

は
、か
つ
て
盛
ん
で
あ
っ
た
木
材
産
業
の
衰
退
で
あ
る
。

こ
の
地
域
で
は
、
１
９
７
０
年
代
に
大
規
模
な
商
業
伐

採
が
始
ま
っ
て
か
ら
、
急
速
に
貨
幣
経
済
が
浸
透
し

た
。
調
査
村
で
は
２
０
０
４
年
に
私
が
最
初
に
訪
れ
た

と
き
、
す
で
に
テ
レ
ビ
、
船
外
機
、
自
家
発
電
機
な
ど

が
普
及
し
て
い
た
。
さ
ら
に
、
村
人
は
伝
統
的
な
生
業

で
あ
る
焼
畑
で
米
や
野
菜
を
栽
培
し
、川
で
魚
を
取
り
、

森
で
イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
を
取
る
。
食
べ
る
に
困
る
こ
と

は
な
い
。
し
か
し
、
長
年
の
過
剰
伐
採
で
有
用
樹
が
減

少
し
、
木
材
伐
採
企
業
の
活
動
が
縮
小
し
た
う
え
に
、

２
０
０
６
年
ご
ろ
か
ら
違
法
伐
採
の
取
り
締
ま
り
が
強

化
さ
れ
、
企
業
で
の
賃
労
働
や
違
法
伐
採
か
ら
収
入
を

得
て
い
た
地
域
住
民
は
現
金
不
足
に
見
舞
わ
れ
た
。
そ

こ
に
現
れ
た
の
が
政
府
の
政
策
に
よ
る
大
規
模
ア
ブ
ラ

ヤ
シ
農
園
開
発
で
あ
っ
た
。
当
時
、
私
も
地
元
Ｎ
Ｇ
Ｏ

と
村
々
を
ま
わ
っ
た
が
、
賛
成
、
反
対
で
村
人
の
意
見東カリマンタン州の調査県

マハカム・
ウルー県
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は
割
れ
て
い
た
。
先
祖
伝
来
の
土
地
を
企
業
に
渡
し
て

し
ま
う
こ
と
は
、
将
来
世
代
の
土
地
を
奪
う
こ
と
に
な

る
と
い
う
理
由
で
反
対
す
る
住
民
が
い
る
一
方
で
、
国

の
方
針
で
あ
り
、
経
済
的
に
豊
か
に
な
る
こ
と
は
必
要

と
考
え
、
賛
成
す
る
村
人
も
い
た
。
ま
た
、
村
長
や
慣

習
法
長
と
い
っ
た
有
力
者
に
対
す
る
企
業
に
よ
る
買
収

の
噂う
わ
さも
流
れ
た
。
県
知
事
が
村
長
を
呼
び
出
し
、
ア
ブ

ラ
ヤ
シ
農
園
開
発
の
受
け
入
れ
を
迫
っ
て
い
る
と
い
う

話
も
あ
っ
た
。

結
果
と
し
て
は
、
多
く
の
村
が
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
農
園
を

受
け
入
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
す
で
に
貨
幣
経
済
の
浸

透
で
グ
ロ
ー
バ
ル
な
経
済
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
以

上
、
地
域
住
民
は
現
金
収
入
の
獲
得
手
段
を
確
保
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
テ
レ
ビ
や
船
外
機
、
オ
ー
ト
バ

イ
の
普
及
も
そ
う
だ
が
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
も
今
で
は

当
た
り
前
の
よ
う
に
奥
地
の
村
ま
で
浸
透
し
て
い
る
。

彼
ら
も
ま
た
身
近
な
モ
ノ
で
世
界
と
繋つ
な

が
っ
て
い
る
。

村
々
は
国
と
地
方
自
治
体
か
ら
予
算
や
補
助
金
な
ど

様
々
な
支
援
を
得
て
お
り
、
政
府
の
方
針
に
逆
ら
う
こ

と
は
難
し
い
。
一
定
の
土
地
を
渡
し
た
上
で
、
企
業
か

ら
補
償
金
や
雇
用
機
会
を
得
る
と
い
う
選
択
が
合
理
的

と
な
る
。
企
業
に
は
全
農
園
の
20
％
の
面
積
の
地
域
住

民
の
農
園
造
成
を
支
援
す
る
こ
と
も
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
る
。
地
域
住
民
の
権
利
が
向
上
し
て
い
る
の
で
、
義

務
不
履
行
の
場
合
、
地
域
住
民
た
ち
は
企
業
へ
の
デ
モ

や
訴
訟
と
い
う
手
段
で
抵
抗
で
き
る
。

マ
ハ
カ
ム
・
ウ
ル
ー
県
で
は
、
州
農
園
局
の
統
計

で
は
２
０
１
７
年
時
点
で
約
26
万
㌶
の
企
業
が
事
業

実
施
に
必
要
な
土
地
の
権
利
を
取
得
す
る
活
動
を
行

う
た
め
の
許
可
（
Ｉ
Ｌ
／Izin Lokasi

）（
第
一
段

階
）、
約
12
万
㌶
の
農
園
事
業
を
実
施
す
る
た
め
の
許

可
（
Ｉ
Ｕ
Ｐ
／Izin U

saha Perkebunan

）（
第
二

段
階
）、
約
３
・
５
万
㌶
の
土
地
の
開
発
権
（
Ｈ
Ｇ
Ｕ

／H
ak Guna U

saha

）（
第
三
段
階
）
が
発
行
さ
れ
、

す
で
に
存
在
す
る
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
農
園
は
企
業
の
農
園
が

１
万
８
２
１
４
㌶
、
小
規
模
農
家
の
農
園
が
６
７
８
㌶

で
あ
る
。Ｉ
Ｕ
Ｐ
の
取
得
で
は
環
境
影
響
評
価
の
実
施
、

Ｈ
Ｇ
Ｕ
の
取
得
で
は
地
域
住
民
か
ら
合
意
を
得
て
土
地

の
権
利
を
得
る
必
要
が
あ
る
な
ど
、
段
階
を
踏
む
に
つ

れ
て
許
可
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
な
る
。
計
画
さ
れ
た
土

地
が
す
べ
て
直
ち
に
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
農
園
に
変
わ
る
わ
け

で
は
な
い
。
第
一
段
階
の
Ｉ
Ｌ
を
得
て
い
る
企
業
が
住

民
と
土
地
の
権
利
の
獲
得
に
向
け
た
交
渉
を
開
始
す
る

が
、
慣
習
的
な
土
地
の
権
利
を
有
す
る
地
域
住
民
は
、

さ
ら
に
土
地
を
企
業
に
渡
す
の
か
、
二
次
林
、
焼
畑
、

ゴ
ム
園
、
カ
カ
オ
園
等
を
維
持
す
る
の
か
、
そ
れ
と
も

ア
ブ
ラ
ヤ
シ
農
園
に
切
り
替
え
て
栽
培
し
て
い
く
の
か

と
い
っ
た
選
択
肢
を
検
討
す
る
こ
と
に
な
る
。
マ
ハ
カ

ム･

ウ
ル
ー
県
の
最
上
流
の
村
々
は
、
企
業
に
土
地
を

渡
さ
ず
に
拒
否
し
、
カ
カ
オ
栽
培
で
現
金
を
得
て
い
く

と
い
う
選
択
肢
を
取
っ
て
い
る
。

今
後
の
展
開

２
０
１
５
年
に
パ
リ
協
定
が
採
択
さ
れ
、
低
炭
素
社

会
の
実
現
に
向
け
て
化
石
燃
料
か
ら
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
へ
の
転
換
と
い
う
流
れ
の
中
で
、
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
は

主
生
産
物
の
パ
ー
ム
油
が
多
様
な
用
途
を
も
ち
、
果
房

か
ら
果
実
を
取
っ
た
後
の
空
果
房
（Em

pty Fruits 

Bunch

）、
パ
ー
ム
核
殻
な
ど
の
副
産
物
が
バ
イ
オ
マ

東カリマンタン州のアブラヤシ農園

マハカム・ウルー県の調査村



23

ス
と
し
て
利
用
で
き
る
の
で
、
需
要
は
今
後
も
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
国
内
外
で
伸
び
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
本

稿
で
見
た
よ
う
に
「
国
有
林
地
」
で
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
農

園
開
発
は
行
わ
れ
な
い
の
で
、
無
秩
序
に
農
園
開
発

が
拡
大
す
る
こ
と
は
な
い
。
そ
の
う
え
で
、
東
カ
リ

マ
ン
タ
ン
州
で
は
「
そ
の
他
利
用
地
域
」
で
最
大
約

３
０
０
万
㌶
ま
で
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
農
園
が
拡
大
す
る
可

能
性
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
残
さ
れ
て
い
る
天
然
林
を
い

か
に
保
全
す
る
か
、
地
域
住
民
の
慣
習
地
の
権
利
を
い

か
に
守
る
か
、
焼
畑
、
ゴ
ム
園
、
カ
カ
オ
園
と
い
っ
た

多
様
な
選
択
を
い
か
に
残
す
か
が
重
要
と
な
る
。
さ
ら

に
現
時
点
で
進
ん
で
い
な
い
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
農
園
企
業
の

Ｒ
Ｓ
Ｐ
Ｏ
認
証
取
得
も
促
進
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
な
お
、
東
カ
リ
マ
ン
タ
ン
州
は
２
０
１
５
年
に
世

界
銀
行
の
森
林
炭
素
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
基
金
の
炭
素

基
金
に
よ
る
州
レ
ベ
ル
で
実
施
さ
れ
る
「
森
林
減
少
お

よ
び
劣
化
に
由
来
す
る
排
出
削
減
プ
ラ
ス
（
Ｒ
Ｅ
Ｄ

Ｄ
＋
）」
の
実
施
対
象
地
に
選
ば
れ
た
。
こ
れ
に
と
も

な
っ
て
２
０
２
０
年
か
ら
２
０
２
５
年
に
か
け
て
達

成
さ
れ
た
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減
の
結
果
に
応

じ
て
支
払
い
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
準
備
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。
州
政
府
は
農
園
開
発
の
予
定
地
の
64
万
㌶
の

天
然
林
、
５
万
㌶
の
泥
炭
湿
地
を
保
全
す
る
と
い
う
計

画
を
立
て
て
い
る
（H

erdianto 

２
０
１
８
）。
ま
た

Ｒ
Ｅ
Ｄ
Ｄ
＋
の
下
で
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
独
自
の
持
続
可

能
な
パ
ー
ム
油
の
認
証
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
Ｉ
Ｓ
Ｐ
Ｏ

（Indonesia Sustainable Palm
 O

il

）
認
証
（
注
４
）

や
Ｒ
Ｓ
Ｐ
Ｏ
認
証
も
促
進
さ
れ
る
こ
と
が
計
画
書
の

草
案
（ERPD

／Em
ission Reduction Program

 

D
ocum

ent

）
に
明
記
さ
れ
て
い
る
。
依
然
と
し
て
環

境
、
社
会
両
面
で
課
題
が
あ
る
も
の
の
、
過
去
と
比
較

す
る
と
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
農
園
開
発
の
持
続
性
を
高
め
る
た

め
の
法
制
度
は
整
え
ら
れ
て
お
り
、
東
カ
リ
マ
ン
タ
ン

州
で
は
Ｒ
Ｅ
Ｄ
Ｄ
＋
で
天
然
林
の
伐
採
を
抑
え
つ
つ
、

Ｉ
Ｓ
Ｐ
Ｏ
、
Ｒ
Ｓ
Ｐ
Ｏ
認
証
を
促
進
す
る
こ
と
で
ア
ブ

ラ
ヤ
シ
農
園
開
発
全
体
の
持
続
性
を
高
め
て
い
く
と
い

う
展
開
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
機
会
を
有
効

に
活
用
し
、
今
後
は
持
続
可
能
な
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
農
園
開

発
へ
の
シ
フ
ト
を
促
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

自
治
体
の
権
限
の
境
界
（「
国
有
林
地
」
に
お
け
る
森
林
資
源
の
利
用
許
可
の

発
行
権
限
は
環
境
林
業
省
が
有
す
る
一
方
、「
そ
の
他
利
用
地
域
」
に
お
け
る

様
々
な
事
業
実
施
許
可
は
市
長
や
県
知
事
と
い
っ
た
自
治
体
首
長
、
土
地
の
所

有
権
や
利
用
権
は
国
家
土
地
局
が
発
行
権
限
を
有
す
）
を
示
し
て
い
る
の
で
、

実
際
の
植
生
を
示
し
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
。
例
え
ば
「
国
有
林
地
」
で
も
過

剰
伐
採
や
違
法
伐
採
な
ど
の
影
響
で
森
林
植
生
が
失
わ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
土

地
が
あ
れ
ば
、「
そ
の
他
利
用
地
域
」
で
も
森
林
植
生
が
残
さ
れ
て
い
る
土
地

が
あ
る
。
本
稿
で
紹
介
す
る
マ
ハ
カ
ム
・
ウ
ル
ー
県
は
上
流
域
に
位
置
す
る
の

で
下
流
と
比
較
し
て
開
発
の
進
展
が
遅
く
、「
国
有
林
地
」
と
「
そ
の
他
利
用

地
域
」
の
い
ず
れ
に
も
多
く
の
森
林
植
生
が
残
さ
れ
て
い
る
。

注
4　

Ｉ
Ｓ
Ｐ
Ｏ
は
Ｒ
Ｓ
Ｐ
Ｏ
と
比
較
し
て
要
件
や
監
査
方
法
が
脆
弱
で
あ
る

と
い
う
批
判
が
あ
る
が
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
す
べ
て
の
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
農
園
企
業
に

そ
の
認
証
の
取
得
を
義
務
づ
け
て
い
る
点
が
重
要
で
あ
る
。
東
カ
リ
マ
ン
タ
ン

州
の
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
農
園
企
業
は
、
ま
ず
義
務
と
し
て
の
Ｉ
Ｓ
Ｐ
Ｏ
取
得
要
件
を

ク
リ
ア
し
、
そ
の
後
さ
ら
に
要
件
の
厳
し
い
Ｒ
Ｓ
Ｐ
Ｏ
取
得
へ
と
段
階
的
に
持

続
可
能
性
を
高
め
る
こ
と
が
現
実
的
な
方
法
か
も
し
れ
な
い
。
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注
１　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
旧
蘭
領
東
イ
ン
ド
が
第
２
次
世
界
大
戦
後
に
独
立
し

て
で
き
た
国
民
国
家
で
あ
り
、多
様
な
民
族
が
そ
れ
ぞ
れ
の
言
語
、文
化
、伝
統
、

慣
習
を
保
持
し
た
ま
ま
、
国
家
と
し
て
統
一
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
、
今
日
に
至

る
ま
で
、
上
か
ら
覆
い
か
ぶ
さ
る
制
度
と
し
て
国
家
に
よ
る
土
地
利
用
区
分
が

存
在
す
る
一
方
、
全
く
別
の
文
脈
で
地
域
住
民
の
慣
習
法
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ

る
土
地
利
用
区
分
が
存
在
し
、
そ
れ
ぞ
れ
は
併
存
し
、
時
に
対
立
し
て
き
た
。

１
９
９
９ 

年
の
林
業
基
本
法
の
４
条
で
は
、
森
林
地
域
に
現
実
的
に
は
存
在
す

る
慣
習
法
に
よ
る
住
民
の
権
利
の
存
在
を
国
益
に
反
し
な
い
限
り
で
考
慮
す
る

こ
と
が
明
記
さ
れ
、
２
０
１
３
年
に
は
憲
法
裁
判
所
が
１
９
４
５
年
憲
法
の
18

Ｂ
条
に
照
ら
し
て
、
林
業
基
本
法
で
「
慣
習
林
」
を
「
国
有
林
」
と
規
定
し
て

い
る
こ
と
は
違
憲
と
の
判
決
を
下
し
、「
慣
習
林
は
慣
習
法
共
同
体
の
領
域
に

あ
る
森
林
」
と
さ
れ
、「
国
有
林
」
で
は
な
い
と
さ
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
ジ
ョ

コ
・
ウ
ィ
ド
ド
大
統
領
は
２
０
１
６
年
12
月
に
９
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
慣
習

的
に
利
用
管
理
し
て
き
た
森
林
を
「
慣
習
林
」
と
し
て
そ
の
慣
習
的
な
権
利
を

公
式
に
認
定
し
た
。
こ
の
よ
う
に
地
域
住
民
の
慣
習
的
な
権
利
の
存
在
は
認
め

ら
れ
つ
つ
あ
る
。

注
２　

こ
の
場
合
、
理
想
的
に
は
権
利
を
持
つ
地
域
住
民
と
の
「
自
由
意
思
に

よ
る
、
事
前
の
、
十
分
な
情
報
を
与
え
ら
れ
た
上
で
の
合
意
（
Ｆ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
）」

の
も
と
十
分
な
対
価
や
補
償
と
引
き
換
え
に
合
法
的
に
土
地
が
引
き
渡
さ
れ
る

こ
と
で
あ
る
が
、
Ｆ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
に
よ
る
合
意
と
十
分
な
対
価
、
補
償
が
な
い
ま
ま

に
一
部
の
村
長
や
慣
習
法
長
な
ど
の
有
力
者
と
の
合
意
を
も
っ
て
土
地
が
企
業

に
収
用
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。
後
者
の
場
合
、
地
域
住
民
同
士
あ
る
い
は
企
業

と
地
域
住
民
の
争
い
に
発
展
す
る
場
合
が
あ
る
。
慣
習
的
な
土
地
の
権
利
が
明

確
な
土
地
の
権
利
書
に
基
づ
く
も
の
で
な
く
あ
い
ま
い
な
こ
と
も
争
い
の
原
因

に
な
る
。
ま
た
１
９
９
８
年
以
前
の
ス
ハ
ル
ト
権
威
主
義
体
制
期
に
は
、
軍
隊

に
守
ら
れ
た
企
業
に
よ
っ
て
強
制
的
に
地
域
住
民
の
土
地
が
収
用
さ
れ
る
こ
と

も
あ
っ
た
。

注
３　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
土
地
利
用
区
分
は
大
き
く
、「
国
有
林
地
」
と
「
そ

の
他
利
用
地
域
」
に
分
類
さ
れ
る
。「
そ
の
他
利
用
地
域
」
は
「
非
林
業
生
産

地
域
」
と
も
呼
ば
れ
る
。
用
語
の
意
味
は
森
林
あ
る
い
は
林
業
以
外
に
用
い

ら
れ
る
土
地
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
そ
の
他
利
用
地
域
」
で
は
農
業
、
鉱
業
、

工
業
お
よ
び
商
業
関
連
施
設
の
建
設
等
あ
ら
ゆ
る
土
地
利
用
が
認
め
ら
れ
る
。

ま
た
実
際
に
は
名
前
に
反
し
て
林
業
を
行
っ
て
も
よ
い
の
で
、「
国
有
林
地
」

と
比
較
し
て
非
常
に
自
由
度
の
高
い
土
地
で
あ
る
。
こ
の
区
分
は
管
轄
省
庁
と


